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を
忘
れ
な
い
こ
と
が

戦
争
を
さ
せ
な
い
こ

と
に
つ
な
が
る
」と
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の

責
任
に
言
及
し
た
。

　
武
藤
柚
夏
さ
ん

（
文
３
）
は
、「
動
画

と
比
べ
て
静
止
画
は

情
報
量
が
少
な
い
ぶ

ん
、
想
像
を
働
か
せ

る
余
地
が
多
い
と
い

う
話
が
印
象
的
だ
っ

た
。
報
道
写
真
を
見

る
際
に
は
、
自
分
か
ら
何
か

を
読
み
取
る
能
動
的
な
姿
勢

が
大
事
だ
と
感
じ
た
」
と
感

想
を
述
べ
た
。

境
界
で
息
を
す
る
‥

　
　
旅
す
る
研
究
者
の
自
己

　
　
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

 

蔡
芢
錫 

著

　「
私
を
旅
し
、
綴
る
と
い

う
営
み
」。

　
経
営
学
者
と
い
う
看
板
の

代
わ
り
に
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を

背
負
い
世
界
へ
。
旅
先
で
の

理
想
と
現
実
の
は
ざ
ま
で
も

が
く
若
者
と
の
出
会
い
が
、

韓
国
で
生
ま
れ
育
ち
、
日
本

に
職
を
得
て
生
活
を
営
む
著

者
自
身
の
多
層
的
な
歩
み
を

振
り
返
る
道
を
拓
い
た
。
迷

い
、
悩
み
、
変
容
す
る
私
を

真
摯
か
つ
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ

り
に
綴
る
、
渾
身
の
自
己
エ

ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
。

　
自
己
エ
ス
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー

と
は
、
研
究
者
が
自
分
自
身

を
研
究
対
象
と
し
て
捉
え
、

主
に
「
自
己
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
」
と
「
自
己
観
察
」
を
通

じ
て
文
字
デ
ー
タ
を
集
め
、

そ
れ
を
研
究
者
自
身
と
読
み

手
に
と
っ
て
意
味
深
い
も
の

に
ま
と
め
上
げ
、
分
厚
く
記

述
す
る
、
質
的
研
究
の
一
つ

の
分
野
で
あ
る
。
近
年
、
心

理
学
、
社
会
学
、
人
間
学
を

は
じ
め
、
芸
術
な
ど
分
野
を

横
断
す
る
研
究
領
域
に
お
い

て
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

（
新
曜
社
・
税
込
み
３
５
２

０
円
）

　
著
者
（
ち
ぇ
・
い
ん
そ
く
）

経
営
学
部
教
授
。
経
営
学
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
「
現
在
」

 

｜
｜

変
容
す
る
ト
ニ
ー
賞

 

小
山
内
伸 

著

　
本
書
は
こ
の
15
年
間
に
初

演
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

論
じ
た
評
論
集
で
あ
る
。

　「
第
１
部
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
」
で
は
、
ト
ニ
ー
賞
作
品

賞
を
受
賞
し
た
ブ
ロ
ー
ド
ウ

ェ
イ
作
品
の
物
語
構
造
と
楽

曲
を
仔
細
に
分
析
し
、
そ
の

魅
力
に
迫
る
。
と
り
わ
け
ト

ニ
ー
賞
が
21
世
紀
に
入
っ
て

大
き
く
変
容
し
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
や
異
文
化
、
格
差
社
会
や

分
断
な
ど
、
新
た
な
社
会
問

題
を
テ
ー
マ
と
す
る
舞
台
を

評
価
す
る
傾
向
が
顕
著
に
な

っ
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
指

摘
し
た
。
な
ぜ
、
そ
う
な
っ

た
の
か
の
背
景
を
も
解
析
し

て
い
る
。

　「
第
２
部
・
東
京
」
は
日

本
で
上
演
さ
れ
た
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
の
劇
評
を
集
め
る
。

「
ロ
ミ
オ
＆
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」

「
ス
リ
ル
・
ミ
ー
」「
ア
ラ
ジ

ン
」
な
ど
現
代
の
傑
作
を
網

羅
す
る
。
我
が
国
の
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
観
客
数
は
演
劇
全
体

の
６
割
以
上
を
占
め
る
最
大

ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
国
内
に
お
け
る
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
評
集
は
実
に

25
年
ぶ
り
の
刊
行
と
な
る
。

（
河
出
書
房
新
社
・
税
込
み

２
９
７
０
円
）

　
著
者
（
お
さ
な
い
・
し
ん
）

文
学
部
教
授
。
演
劇
研
究
。

　
８
月
末
で
学
長
の
任
期
を

満
了
し
、
教
授
職
を
定
年
退

職
と
な
っ
た
佐
々
木
重
人
前

学
長
の
名
誉
教
授
称
号
記
授

与
式
が
９
月
24
日
、
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

　
佐
々
木
前
学
長
は
会
計
史

が
専
門
。
１
９
８
３
年
商
学

部
助
手
、
88
年
同
助
教
授
、

95
年
同
教
授
。
２
０
１
３
〜

16
年
商
学
部
長
。
16
年
か
ら

学
長
を
３
期
９
年
務
め
た
。

在
職
期
間
は
42
年
５
カ
月
。

　
授
与
式
で
は
、
馬
塲
杉
夫

学
長
か
ら
称
号
記
が
手
渡
さ

れ
る
と
、
出
席
し
た
学
部

長
、
研
究
科
長
、
大
学
役
員

ら
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
た
。

　
馬
塲
学
長
、
松
木
健
一
理

事
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、

日
髙
義
博
総
長
が
「
私
が
理

事
長
職
の
時
に
学
長
に
就
任

し
、
一
緒
に
考
え
、
い
ろ
い

ろ
な
仕
事
を
し
て
き
た
。
新

学
部
設
置
、
商
学
部
の
神
田

移
転
、
授
業
内
容
の
組
み
替

え
、
コ
ロ
ナ
禍
と
非
常
に
難

し
い
時
期
だ
っ
た
。
ご
尽
力

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、

今
日
の
専
修
大
学
が
あ
る
」

と
ね
ぎ
ら
っ
た
。

　
佐
々
木
前
学
長
は
「
学
生

時
代
か
ら
専
修
大
学
に
お
世

話
に
な
っ
た
。
ゼ
ミ
の
先
生

に
憧
れ
て
学
究
を
志
し
、
教

育
と
研
究
に
携
わ
り
、
良
い

研
究
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
た
」
と
半
世
紀
に
わ
た
る

専
修
大
学
で
の
日
々
を
振
り

返
っ
た
。
最
後
に
「
現
在
は
、

研
究
が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て

い
た
部
分
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

し
た
り
、
趣
味
の
鉄
道
模
型

を
再
開
さ
せ
た
り
し
て
い

る
。
今
後
は
、
名
誉
教
授
と

い
う
こ
れ
ま
で
と
は
別
の
立

場
で
、
専
修
大
学
を
見
守
っ

て
い
く
」
と
語
っ
た
。

　
報
道
写
真
展
「
戦
争
と
平

和
｜
80
年
の
記
憶
｜
＠
専
修

大
学
図
書
館
」
と
連
動
し
た

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
が
９
月
24

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
10
号

館
図
書
館
で
行
わ
れ
た
。
公

益
財
団
法
人
新
聞
通
信
調
査

会
の
東
郷
吾
朗
さ
ん
と
河
原

仁
志
さ
ん
を
招
き
、「
戦
争
」

を
テ
ー
マ
に
話
し
合
っ
た
。

　
写
真
展
は
、
新
聞
通
信
調

査
会
か
ら
借
り
受
け
た
作

品
約
30
点
を
「
戦
争
」「
敗

戦
」「
冷
戦
」「
分
断
」
の
４

テ
ー
マ
に
再
構
成
し
、
本
学

図
書
館
が
所
蔵
す
る
関
連
図

書
と
と
も
に
展
示
。
７
月
に

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
、
９
月
22

日
か
ら
10
月
４
日
ま
で
神
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
し
た
。

　
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
で
は
、

元
新
聞
記
者
の
東
郷
さ
ん
と

河
原
さ
ん
、
文
学
部
の
山
田

健
太
教
授
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
を
学
ぶ
学
生
ら
が
意
見
を

交
わ
し
た
。

　
戦
争
の
主
体
に
つ
い
て
の

議
論
で
は
、「
戦
争
を
仕
掛
け

る
の
は
国
・
政
府
」
と
い
う

意
見
に
対
し
て
、「
戦
意
高
揚

な
ど
の
形
で
戦
争
を
扇
動
す

る
の
は
メ
デ
ィ
ア
だ
」「
国

民
が
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な

ど
の
声
も
あ
が
っ
た
。

　
ま
た
、
戦
争
取
材
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
の
議
論
を

踏
ま
え
、山
田
教
授
は「
戦
争

馬塲学長、佐々木前学長、松木理事長、日髙総長（左から）

写真展を見学する学生

「戦争」をテーマにしたトークイベント

　
自
然
科
学
研
究
所
（
阿
藤
正
道
所
長
）

の
第
27
回
公
開
講
演
会
が
８
月
９
日
、
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

災
害
地
理
学
が
専
門
の
鈴
木
比
奈
子
文
学

部
助
教
が
「
地
震
が
も
た
ら
す
被
害
と
大

地
の
営
み
」
と
題
し
て
、
能
登
半
島
地
震

と
奥
能
登
豪
雨
の
被
害
の
状
況
と
災
害
発

生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し

た
。

　
鈴
木
助
教
は
、
能
登
半
島
の
歴
史
や
地

形
な
ど
を
踏
ま
え
た
う
え
で
「
過
去
に
能

登
半
島
で
地
震
の
後
に
水
害
が
発
生
し
た

記
録
は
あ
る
が
、
２
０
２
４
年
は
地
震
・

水
害
と
も
規
模
が
大
き
く
、
大
変
な
被
害

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
」
と
語
っ
た
。

　
１
月
の
能
登
半
島
地
震
で
は
「
長
周
期

地
震
動
」
で
最
も
大
き
い
「
階
級
４
」
が

観
測
さ
れ
た
。
長
周
期
地
震
動
は
周
期
が

２
秒
以
上
の
大
き
く
ゆ
っ
く
り
と
し
た
揺

れ
で
、
高
層
の
建
物
で
揺
れ
が
大
き
く
な

る
。
聴
講
者
は
実
際
に
長
さ
の
違
う
ス
ポ

ン
ジ
を
使
っ
て
、
建
物
の
高
さ
や
揺
れ
の

種
類
に
よ
る
影
響
の
違
い
を
体
感
し
た
。

　
行
政
機
関
な
ど
の
被
害
報
告
資
料
な
ど

を
基
に
、
被
害
の
状
況
を
追
っ
た
。
地
震

の
長
期
避
難
が
続
く
中
、
９
月
に
奥
能
登

で
豪
雨
災
害
が
発
生
。
土
砂
災
害
が
多
発

し
、
仮
設
住
宅
も
浸
水
し
た
。
鈴
木
助
教

は
24
年
６
月
以
降
、
３
回
に
わ
た
っ
て
現

地
調
査
を
実
施
。
豊
富
な
写
真
を
示
し
な

が
ら
、
被
害
状
況
や
影
響
に
つ
い
て
解
説

し
た
。
文
化
財
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
お

り
、
豪
雨
災
害
直
前
の
調
査
で
は
無
事
だ

っ
た
文
化
財
も
、
12
月
の
調
査
で
は
土
砂

崩
れ
な
ど
で
被
害
を
受
け
て
い
る
様
子
が

い
く
つ
も
確
認
さ
れ
た
。「
被
災
が
長
く

続
く
こ
と
は
復
旧
に
大
き
な
影
響
が
あ

る
。
能
登
の
こ
と
を
忘
れ
ず
応
援
し
て
い

く
の
が
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
だ
と
思

う
」と
締
め
く
く
っ
た
。

自
然
科
学
研
究
所
公
開
講
演
会

地
震
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
解
説

現
地
調
査
の
様
子
を
報
告
す
る
鈴
木
助
教

佐々木前学長に名誉教授称号

神
田
・
生
田

「
戦
争
」テ
ー
マ
に
報
道
写
真
展
＆

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト

苅
谷
教
授
が
学
術
賞

日
本
第
四
紀
学
会

　
苅
谷
愛
彦
文
学
部
教
授

（
環
境
地
理
学
科
）
が
、
２

０
２
５
年
日
本
第
四
紀
学
会

学
術
賞
を
受
賞
し
た
。

　
受
賞
対
象
の
業
績
は
「
日

本
ア
ル
プ
ス
を
中
心
と
す
る

高
山
地
域
に
お
け
る
地
形
形

成
過
程
に
関
す
る
一
連
の
研

究
」。

　
苅
谷
教
授
は
野
外
調
査
を

ベ
ー
ス
と
し
た
地
形
環
境
学

が
専
門
。
山
岳
地
に
お
け
る

過
去
数
十
万
年
間
の
地
す
べ

り
・
崩
壊
・
土
石
流
に
つ
い

て
基
礎
研
究
を
進
め
、
気
候

変
動
や
過
去
の
大
地
震
と
の

関
連
を
検
討
し
て
き
た
。
研

究
は
地
形
学
に
と
ど
ま
ら

ず
、
山
岳
の
生
態
系
や
生
活

文
化
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、

数
多
く
の
成
果
を
国
内
外
の

学
術
雑
誌
な
ど
で
発
信
し
て

い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

　
同
学
会
は
、第
四
紀（
約
２

５
８
万
年
前
か
ら
現
在
ま
で

の
地
質
時
代
）
の
自
然
、
環
境
、

人
類
を
研
究
。８
月
30
日
、島

根
大
学
で
年
次
大
会
に
合
わ

せ
て
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。

失敗もなかなか悪くない

　専修大学に着任して初めての研究室は、生田キ

ャンパスの１号館でした。その研究室に入ってま

もなく、生田緑地に面した窓をずっと開ける日が

ありました。流れてくる風の心地よさを感じつ

つ、夕方を過ぎると明かりに誘われてさまざま

な虫が入室。企業活動のマーケティングが私の専

門ですが、下界では見ないような大きい蛾など、

虫が飛びかう風景を見ていたら「これ、何の研究

室？」と思いました。そもそも網戸なしに窓を開

けていた私の失敗ですが、虫が飛びかうあの風

景は自然への好奇心もあって今でも忘れられませ

ん。

　マーケティングではよく企業の成功事例が取り

上げられます。優れた例から成功のコツを学ぶの

も勉強になりますが、なかなか難しいのは再現性

です。逆に失敗事例こそ学びになると主張する声

もあります。このような事をすると売上が減る、

などといった話からは教訓めいた原則をたしかに

学べるかもしれま

せん。そういえば、

新米教員だった頃に「うまい授業よりもヘタな授

業のほうが参考になるよ」と助言をもらった覚え

もあります。まさに反面教師ですが、他者の失敗

ばかりでなくもちろん自分自身の失敗からも学べ

ます。

　学生の皆さんは授業やサークルやアルバイト

で、もしくは部活動やインターンなどで失敗ゼロ

という人は皆無ではないでしょうか。たとえばア

ルバイトで自分に合わない仕事だと失敗したら、

反面、自分に合った適性のようなものが見えてく

る可能性もあります。他者の失敗も、そして自分

自身の失敗もきっと大切な学びの機会。日々の生

活について必要以上に怖がらなくて良いのかもと

思いつつ、ヘタな授業にならないよう試行錯誤し

ながら今日も教壇に向かっています。

 （学生部委員・橋田洋一郎）


